
西日本豪雨被災地高浜地区災害復興支援

地域の一員「ウェルケア高浜」としての支援

社 会 福 祉 法 人 喜 久 寿
地 域 密 着 型 複 合 施 設 ウ ェ ル ケ ア 高 浜

認知症対応型通所介護事業所ウェルケア高浜
所 長 乗 松 雄 希



社 会 福 祉 法 人 喜 久 寿

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法人には大きく分けて7施設あり、重信が本部になります。



社会福祉法人 喜久寿
ウェルケア高浜

地域密着型介護老人福祉施設（２９床）

通 所 介 護 事 業 所 （ ３ ２ 名 ）

認知症対応型通所介護事業所（１０名）

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 （ ２ ０ 名 ）

短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 所 （ ９ 床 ）

居 宅 介 護 支 援 事 業 所

松の木2丁目 観光港トンネル
前の交差点を太山寺方面へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート





ウェルケア高浜の理念（地域）

・「地域社会のニーズに応え、福祉サービスの提供を通じて地域に貢献すると
共に、自主的な経営基盤の強化に努めます」（法人の経営理念のひとつ）

・地域貢献は「社会福祉法人」としての使命。

・ウェルケア高浜は高浜地区（主に松ノ木）の方々に地域の方の為に…とご説
明させていただき、平成22年1月26日に開設しました。
地域の方あってのウェルケア高浜です。「地域の一員としての役割」を担っ
ていきながら「介護施設として地域の安心拠点になる」為にも心を込めて対
応します。介護保険にこだわらない柔軟な形で、地域に貢献させていただく
事を「信念」としています。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域貢献は法人の理念でもありますが・・・社会福祉法人の使命でもあります。



災害時の施設としての備え

・備蓄（水、米、割りばし、紙皿、プラスプーン、プ
ラ深皿、レトルト食品、栄養補助食品、カセ
ットボンベ、ガスボンベ等）

・避難訓練

・地域との連携、ネットワーク作り
など

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このあと地域との連携について触れていきたいと思います。
介護サービスは、要介護者、家族等の生活を支える上で欠かせないものとなっています。 そこで、昨今の大規模災害の発生や感染症の流行下において、介護事業者にはそれらが起こった際に適切な対応を行い、その後も利用者に必要なサービスを継続的に提供できる体制を構築することが業務継続計画（BCP）の作成にあたり求められます。



地 域 の 一 員 と し て の 活 動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
バレーボール大会、ソフトボール大会、清掃活動、地方祭、地域の祭りの手伝い等へ参加したり色々活動している中でも→次のスライド



松 の 木 地 区 サ ロ ン（夏祭り・クリスマス会）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
松ノ木サロンとの関わりについて説明します。→日曜日デイが休みの日に実施しています。場所の提供とおもてなし
年３回（夏祭り、音楽療法、クリスマス会）見て、聞いて、体感、回想法、地域性を考えた内容（昔の縁日、移動式屋台、回想法、サロンの方の演奏、サンドアート等）で楽しんでもらうことを大切にしています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ある年は昔の縁日をイメージして・・・すべて手作り



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ある年は昔の移動式屋台をイメージして
ぎょうせん飴屋→「あめにぎょうせん～」夏の風物詩、紙芝居屋、アイスキャンデー屋、豆腐屋等



高 浜 地 区 防 災 連 合 会 勉 強 会
懇 親 会 へ の 参 加

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
防災連合会のすごさはこのあとお話します。




高浜の防災連合会ってすごいんです！



「高浜地区自主防災連合会」は内閣総理大臣賞を受賞しました！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市役所の垂れ幕に内閣総理大臣賞受賞！とあるのが高浜地区の防災連合会なんです。
平成30年7月豪雨災害で避難の呼びかけや避難所運営などを行い、その功績が認められ、受賞となりました。
�　この表彰は、自主防災組織などの民間活動で、防災思想の普及や防災体制の整備に顕著な成績を挙げられ、または功績があったグループに表彰します。



「高浜地区自主防災連合会」会長 蔭原 政徳 さんは
個人としても内閣総理大臣賞を受賞しました！

2018年10月8日 愛媛新聞掲載

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして連合会の会長が蔭原　政徳（まさのり）さんです！個人としても平成30年防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。なんと松山市から個人が受賞するのは初めてです。
蔭原さんの活動は松山市内に留まらず、県内外で防災訓練や講演会を実施されるなど、愛媛県全体の防災力を高められています。
また、高浜地区は平成27年度に内閣府から「地区防災計画モデル地区」の指定を受け、同氏が中心になって作成した地区防災計画が全国でも先進的な優良事例として取上げられました。



最年少防災士 二宮 快地 君

2018年３月６日 愛媛新聞掲載

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう一人の防災士を紹介します。
防災連合会にて当時最年少防災士の二宮かいち君に知り合うことができ、施設で防災教室を開きました。三代防災士



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本の歴代災害について・・・地震、台風等が起こった時には・・・防災マップについて・・・
この4カ月後に西日本豪雨となるとはこの時は誰も思っていませんでした・・・このあと説明していきます



高浜豪雨災害に対しての支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから災害発生時から説明をしていきます。



平成３０年７月８日（日）
松の木サロン 夏祭り

この時は数百㍍離れた高浜で何が起こっているか
全く知りませんでした。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ずっと雨が降り続いていました。



平成３０年７月８日（日）夜

蔭原高浜防災連合会会長の携帯へ連絡

施設 「大雨の影響で何か被害とかありますか？何かお手伝いする事とかあ
りますか？」

会長 「あっ助かります。それなら明日朝8時に公民館に来てください」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
普段から蔭原会長とは既に携帯で夜でもかける事ができる関係でした。



平成３０年７月９日（月）8時

公民館へ直行。蔭原会長に案内されて高
浜1丁目の避難所（集会所）にて高齢の歩
行状態の悪い方で体調不良の方や、4丁目
5丁目等の土砂崩れによる家屋崩壊等を確
認。
蔭原会長「体の悪い人を看護師さんに一
回看てもらえたら。土砂除去も足りな
い」

写真提供：蔭原 政徳 様

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんな風になっている事は全く知りませんでした。テレビも南予の状況は放送されていましたが、高浜に関しては全くでした。自宅は半分埋まっていて、道が土砂でヘイの高さまで１．５メートルほど上がっている。重機が入れないので人力でしかできない。



写真提供：蔭原 政徳 様



写真提供：蔭原 政徳 様

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ドローン撮影の空撮です。




「大変なことになっている。できる事をしよう！」



7月9日（月）初日の支援

①１丁目集会所の方が倦怠感（なれない避難所の影響）。
支援：施設の看護師を派遣し、健康チェック実施後、地域包括支援セン
ターへ報告。看護師派遣してくださるとの事。

②4丁目土砂崩れによる土砂除去作業に全く人が足りていない状態。
支援：長靴とスコップを買って現場へ直行。

③公民館に行き、何が足りないか確認すると「飲み物」「氷」に困っている。
支援：厨房から氷をこの日から毎日（8月中旬まで）持参。ペットボトルお茶、
飲み物を大量購入し持参。

④理事長に説明と承諾を得る。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
とにかく1丁目に看護師をということでその場で特養看護師に電話をして、来てもらいました。バイタル測定等をしました。地域包括支援センターとも連携をとって、その方の支援も入っていただいてます。
→家に帰れず避難所で過ごされていた方1名の受け入れもしています。






7月10日（火）

①テレビに市役所やマンダリンパイレーツの方が支援に入った事が夜
ニュースで放映。
（高浜の災害が少し認知される）

②土砂除去作業。

③公民館に飲み物、氷、米

④大洲市特養（「小規模特別養護老人ホーム清祥会ひまわり」 さん）が
肱川氾濫によりライフラインストップ。老施協を通じての受け入れ要請に
対し承諾をする。１３日大洲へお迎え３名の利用者を受入実施。

写真提供：蔭原 政徳 様

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
避難所にいる高齢者の入浴支援もしています。→お迎えに行き、施設で入浴をしてもらいました。
直接現場や公民館に行き、物資を届ける。他の施設や知り合いに土砂の除去作業、物資の呼びかけをしました。



7月11日（水）以降

・情報の共有、周囲の施設へも協力を仰ぐ為、地域包括支援センターで話し合い。

写真提供：蔭原 政徳 様

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すでに動かれていた包括支援センターさんに自分たちが持っている情報を元に相談→そこからのスピードはすさまじく早く各組織団体、関係者のボランティアが沢山きました。現場は道が入り組んでいるところが多くあり、人力での作業は困難を極めました。自分は現場に行った時のことを鮮明に覚えています。自分と同じ背まで泥があり、生活感の残る家や部屋に容赦なく泥が流れ込み、新聞、服、食べ物、賞状、家族写真等間違いなくそこに人が生活していた面影が残っていました。涙もでないほど絶句しました。それに付け加え泥ほこり、臭い、暑さが体力、精神を削っていくような感覚を覚えています。
自分がほぼ毎日仕事と現場に行っていたので関係者のボランティアの窓口となり蔭原会長と連携を取りながら（作業後に高浜公民館に報告）、人が足りないところ案内し泥の除去作業にあたりました。





女性職員も泥にまみれながら 多くの福祉関係の事業所から

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・女性職員も「私も行かせてください」や職員の子供、他施設介護職員「テレビで見ました。日本人として何もできないのは恥ずかしいです！行かせて下さい」等の声が上がってきた。
呼びかけて来ていただいたボランティア参加者の声→連日続く先の見えない作業に地域住民、ボランティア、関わっているすべての方々に精神的、肉体的疲労が見えてきました。
何か出来ることはないか？少しでも気が休まることはないか？





かき氷のおもてなし

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
何か他に出来ることは？→厳しい暑さ、夏といえば・・・かき氷を届けよう！！
こんな時にとも思いましたが、こんな時こそ・・・



冷たいかき氷をお届けし
ました！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
職員、三津浜包括、民生委員、最年少防災士の二宮君も参加
自宅内に土砂が流れ作業をしている住民の方、必死で泥かきをしているボランティアの方、自宅で過ごすことができなくて避難所に避難している方
時間の許す限りかき氷を配りました。→作業の手を止めて口にかき氷を入れた瞬間の「あー生き返る」「今年初めて食べた」「おいしいな」「こんな時にありがとう」という言葉が印象に残っています。辛い環境の中少しでも心休まるきっかけになれば嬉しく思います。



迷い…と判断の連続

・衛生面（施設へ感染源をもちかえるのでは….）

・二次災害による事故の心配

・いつまで続くのか解らない….

判 断
こんな大変な時に、リスクばかり考えたら何もできない。
「理念」に立ち返りとにかくできることをやってみて、
情報収集をしながら随時安全を確保していこう！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真→施設長の上野→理念とは道標、立ち返る、信念を貫くという想い。
地域、他事業所等色々な方のおかげでボランティアが必要ない日まで切れ目なく最後まで支援する事ができました。
→ここから地域とのかかわりは続いて行きます・・・




令和元年5月29日 高浜地区まちづくり協議会が発足しました。

当時沢山のボランティアの方々の協力があったからこそ今の高
浜がある。感謝の気持ちを込めて何か恩返しができないかと考
え「高浜シーフェス」を実施することになりました。

そ の 後 …



「まちづくり協議会福祉企画部」のイベントとして三津浜地区地域包括支
援センターを中心に地域にある介護施設で介護連を発足しました。

ウェルケア高浜で実施した松の木サロン夏祭りを元に「冬の縁日」を実施
しました。

介 護 連 発 足
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高浜災害支援を見守って下さったみんなにありがとうを込めて
「たかはまシーフェス」開催が決定！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
石﨑汽船無料クルーズ、自衛隊展示会等盛大に行われました。



介護連全員で
シーフェス
準備！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域の介護福祉連の職員さんが勤務の時間の合間に準備している、地域の方々職業を活かして→みんなの力が一つにならないと達成できなかった
屋台、おでん屋、石畳、鳥居、すべて手作りです。石畳はべニア板にトリマーを使用して溝を掘り色を入れていく作業をしています。



シーフェス当日

写真提供：三津・高浜地域包括支援センター 様

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当日は天気も良く午前中は少し肌寒く心配していましたが、午後から気温も上がりたくさんの人が来てくれました。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害に遭われた地域への募金→募金箱も手作りです。　昔の遊びコーナー



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テレビの取材もありました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
寒かったですがうちの職員が身体をはって袖なしの肌着でアイスキャンデー屋さんを披露。



写真提供：三津・高浜地域包括支援センター 様

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昔の移動式屋台（豆腐屋、ぎょうせん飴、紙芝居、バナナのたたき売り、アイスキャンデー屋）当時の様子を再現しました。三津浜包括、自施設の職員が演じています。
たくさんの笑いが起きていました。



写真提供：三津・高浜地域包括支援センター 様

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認知症ケア専門士会、看護学生、谷向教授、ご利用者、ご家族、地域の方々たくさんの方々の協力がありました。
約2500人の方々が来場され、たくさんのメディアや新聞等に取り上げられ大盛況で幕を閉じました。
高浜地区町づくり協議会としてシーフェスは毎年継続して地域のために盛り上げていくこととなりました。→コロナのため中止
コロナの影響で何も出来ないのか？出来ることをしよう！！





コロナ禍での取り組み



高 浜 「 巣 ご も り 」 プ ロ ジ ェ ク ト
～ ぞ う き ん 5 0 0 0 枚 の 輪 ～

「高浜地区のみんなが元気で過ごせますよ
うに」「地区全体が温かい糸で繋がります
ように」という想いを込めてみんなで雑巾
を縫って各家庭に届けるプロジェクトを考
えました。「コロナに負けるな、みんなで
元気を出そう」というメッセージを込めな
がら高浜地区民生委員、他地域有志の方々、
施設のご利用者、高浜介護連が一生懸命縫
いました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
雑巾は昔作っていました。ミシン、針で・・・ほこりをかぶったミシンを出してきて作成した方、昔を思い出して作成した方、徐々に楽しくなってきて「次のタオルはまだ？」と催促をする方それは皆で楽しく協力できました。その時の地域の方々、介護連、ご利用者の力はすさまじかったです。みんなの力が合わさればものすごく大きな力になることを実感しました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
作成した雑巾は高浜地区全戸約3500世帯に配布しました。
このプロジェクトは新聞でもとりあげてくださいました。




地 域 応 援 歌 プ ロ ジ ェ ク ト
～ も っ と 地 域 を 元 気 に ！ ～

地域の応援歌を作って、少しでも地域の
方を元気にしたい！！

職員の白石英規さんがミュージシャンと
いう事もあり、作曲をお願いしました。



プロジェクションマッピングプロジェクト
～秋の花火大会～

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コロナの影響でご利用者とご家族が会えない日々が続き、地域での活動、三津の花火大会も中止になり
施設のご利用者、ご家族毎年屋上から見る花火を楽しみにされています。
今、私たちにできることは・・・
少しでも笑顔になってもらいたい
そんな想いを込めて秋の夜空に映像で花火を上げることにしました。
三津浜包括さんにも協力してもらいました。
ご利用者、ご家族、サロン松ノ木、職員、地域の方々で楽しむことができました。
当日は肌寒かったですが、寒さを吹き飛ばすぐらいみなさん喜ばれていました。大成功でした。新聞にもとりあげていただきました。
本当にやってよかったと心から思いました。色々な方のご協力のおかげで無事に終わることができました。
コロナ禍で地域とのつながりがりの大切さを改めて実感することができました。





見えてきた課題

・もっと早く他の施設との連携を図ることができたの
では？（ネットワーク作り）

・今後、災害が起きた時に施設として何が出来るか？
・地域全体が被災したら？
・認知症の方や身体の不自由な高齢者に対しての支援
・情報の発信方法や連絡網の活用方法

○防災連合会会長（反省会にて蔭原会長より）
・ボランティアは基本弁当を持参してもらうが、今

回は食中毒の可能性もあったので、炊き出しを行
った。

・現場と本部との連携不足
・ボランティアの人数の把握が難しかった
・自主防災の意識

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
支援を終えて振り返りをしました。

介護サービスは、要介護者、家族等の生活を支える上で欠かせないものとなっています。 そこで、昨今の大規模災害の発生や感染症の流行下において、介護事業者にはそれらが起こった際に適切な対応を行い、その後も利用者に必要なサービスを継続的に提供できる体制を構築することが業務継続計画（BCP）の作成にあたり求められます。

自助、互助の大切さ（自分でも備え、隣どおし、地域、住民どおしが助け合う）→具体的な方法？
よく災害が起きてからでは遅いと言われますが、実際にリアルに自分の地域や身に起こるかもしれないという意識を持つことが大切だがなかなか伝わりにくいことも課題だと感じました。日頃の心構えや備え、準備、災害時を想定しての訓練の大切さを学ぶことができました。



豪雨以降の地区自主防災連合会としての主な活動事例

・防災マップの修正
・被災した町内の全世帯に注意事項を配布した。
・被災箇所別の状況から復旧状況を記録に残し続けている。
・高浜独自で行った防災調査票から（回収率は7割）要支援者台帳（独居高齢

者を含んだ要支援者希望者）支援協力者台帳、人材台帳（看護師、介護士含む）
の作成。

・要支援者マップ作成から安否確認訓練の実施。
・コロナ禍のおける分散避難を勧めるに当たり、避難者数と避難所収容人数の把

握を事前に行う必要性から、地域住民への調査を実施した。（回収率は7割）
・地域サロン等への参加者対象に救助笛の配布を実施。
・防災士勉強会等へ施設関係者も参加して信頼や親睦を深めている。
・自主防災連合会の年間計画や訓練報告書等を介護施設にも提出し情報の共有

を図っている。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
豪雨以降の地区自主防災連合会としての活動事例を蔭原会長にお聞きしました。
豪雨災害から見えてきた課題、学んだことを備えとして活動していることがわかりました。
防災マップの修正→豪雨の被災箇所及び土砂の流出範囲を追記したハザードマップを作成し、各関係者に共有した。

コロナ禍→公民館内にテントを置いて距離を開けて密にならないように工夫しているが、収容人数が以前の半分になる等課題はたくさんある。
このような活動、努力があるからこそ地域の安全安心が保たれていると思います。



地域で連携する上で大切な事

・日頃から顔の見える仲のいい自然な関係

・地域の一員として動く事が大切

・地域との関係は継続が大切

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に・・・
当たり前かもしれませんが、大切なのは人と人が助け合い、支えることだと思います。そのためにはつながりが大切です。
地域での行事、西日本豪雨、シーフェス、コロナ禍での取り組みを通して強い絆ができたように感じます。気軽に声をかけたり、かけられたりする関係できてきました。
　この関係にはゴールはありませんし、切れ目なく強めていかなければならないと思っています。
そしてまた将来くるであろう大災害に備え地域と連携をとりながらしっかりとした体制作りを行っていきたいと思います。




とっても眠たくなる時間帯に、一生懸命
聞いて下さってありがとうございました！

写真提供：三津・高浜地域包括支援センター 様
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